５・１１東京「君が代」裁判第４回口頭弁論　傍聴者の声

昨日、５月１１日に行われた東京「君が代」裁判第４回口頭弁論の傍聴者の声を配信します。今回の弁論では、平松真二郎弁護士が、昨年２月の二次訴訟法廷での野田教授証言に基づき、「不起立した教師の身体的・精神的苦悩」について意見陳述しました。
＜平松弁護士の「核心」をついた意見、裁判官に響くことを！！＞
　教育とは何かと同時に学校とは何か、どういうものかを分からせたい。人格と人格、組織体としての学校の持つ意味とその固有の論理を。「春の会」（原告Ｈさん・障がい児学校元教員の支援組織））のパンフはこの点を衝いて展開していると思いました。（Ｋ・元都立高校教員）
＜教育活動を通じて成長する教師　強制で教育活動を封じる都教委＞

　平松弁護士の弁論は、まさに現場での教育活動の本質を衝いていました。教師は教育の営みを通じて譲ることのできない「職業倫理」を体得すること、命令で教師に「君が代」斉唱を強制する１０・２３通達と処分が教育の営みの根源を破壊すること、などです。ピアノ事件最高裁判決以降、「君が代」訴訟は厳しい情勢が続いていますが、具体的な事実を積み重ねて「司法の良心」に訴え展望を切り開いていくしかない、と改めて痛感しました。（Ｔ・原告）
＊昨日は雨天で開廷前に中央・総武線が遅延・一時不通になり、大法廷に空席が出ることを心配していましたが、皆さんのご協力で何とか満席にできてホッとしています。特にはるばる群馬県からも傍聴に来てくれた人もおり、感激しています。原告団も元気をもらいました。傍聴者９８名・原告席１０名。多謝。（被処分者の会　近藤）
